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ＡＩＤＳネットワーク横浜 ニュースレター 
発行：特定非営利活動法人 ＡＩＤＳネットワーク横浜 

〒231-0015 横浜市中区尾上町 3-39 尾上町ビル９Ｆ 

℡：045-201-8808 fax：045-201-8809 

ホームページ http://www.netpro.ne.jp/any/   

 e－mail : any@netpro.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３１回の定期総会が６月１７日（土）

に開催され、すべての議案が承認されまし

た。ＡＮＹは、１９９３年２月の発足から

今年で３０歳の節目を迎えたことになりま

す。 

笹田理事長から「３１回目の総会を迎え

ることができました。ここまで大きな問題

もなく行ってくることができました」と、

今までの会の歴史を振り返り、会員へのね

ぎらいのお言葉がありました。 

１９９３年２月に発足した当会の歴史を

紐解くと、その年の１２月には土曜日電話

相談を開始しています。マンションの一室

に間借りしての電話相談は、電話相談員の

養成をはじめとしてのご苦労は並大抵では

なかったと思います。 

また、１９９５年１１月には第１期ボラ

ンティア学校を開講しています。 

ボランティア学校を修了して入会された

会員も多かった時期です。理事長をはじめ

多くの草創期を支えられた先輩方のお力で

今日に至っていることを改めて実感しま

す。 

２００５年には「親と子のいのちの性の

教室、がらくた座公演」を開始していま

す。横浜市内１８区全ての会場を巡回した

事業は 2011 年まで６年間に亘りました。

その他、街頭キャンペーンやアンケートの

実施、ＨＩＶ啓発の映画上映など多岐にわ

たる活動を行ってきました。 

一口に３０年といっても、発足当初から

の会員は３０歳の年齢を重ねてきたことに

なります。会員個人個人の家族の歴史の中

でも大きな変化があったことが容易に想像

できます。 

現在、電話相談は、水曜日・土曜日の週

２回を途切れることなく運営しています。

誇れる事業だと思います。今回の総会は、

ＡＮＹの次なる活動を考える機会にもなり

ました。高齢化と多忙化の中ですが、現在

できている活動に誇りをもって歩んでいき

ましょう。（中野久恵） 

第３１回定期総会のご報告 

日時：２０２３年６月１７日（土）１３時～ 

会場：横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

http://www.netpro.ne.jp/any/
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お知らせ・・・感謝申し上げます 
2022 年度、当団体へご寄付をいただいた方 

いただいたご寄付は、ＡＮＹのさまざまな活動に活用させていただいています。 

ここにお名前を掲載し、感謝申し上げます。 

サンセット 21ライオンズクラブ様  石井史恵様 

 

 

 

 

電話相談事業は、横浜市委託事業として、毎週水曜日（１7 時～２０時）、土曜日（１

４時～１７時）に開設している。年間９８回を実施。従事したスタッフ延べ 261 人。相談

件数は、昨年度より若干増加した。年齢層は２０代が最多である。
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過去10年 年間相談数項  目 件数 

開催回数 97 

相談件数 397 

相 感染不安 252 

談 検査不安 25 

主 情報 103 

訴 その他 39 

性 男性 352 

  女性 45 

別 ﾄﾗﾝｽ 0 

相 １０代 18 

談 ２０代 123 

者 ３０代 72 

の ４０代 109 

年 ５０代 35 

代 ６０以上 8 

☆ 会員の皆さまへ  会費納入のお願い 

払い込み先：ゆうちょ銀行 

加入者名：ＮＰＯ法人ＡＩＤＳネットワーク横浜 

口座記号番号：00230-1-135371 

会費：一般会員 6000 円 学生会員：3000 円 賛助会員：5000 円 

２０２２年度事業報告より・・・電話相談の傾向について 

ＡＩＤＳネットワーク横浜 

電話相談 045-201-8808 

水曜日：１７時～２０時 

土曜日：１４時～１７時 
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「ＨＩＶの新たな予防方法 ＰｒＥＰの登場と新たな動き」について生島

嗣氏（ぷれいす東京代表）の論考を紹介します。（引用：『季刊セクシュアリティ

107』2022.7 発行エイデル研究所） 

ＰｒＥＰをめぐる現状と課題 

 ＰｒＥＰとは、Pre－exposure ｐｕ

ｒｏｈｙｌａｘｉｓ の略。リスクのある

行為に備え、前もってＨＩＶ予防薬を内服

する予防方法のこと。２０１２年米食品医

薬品局（ＦＤＡ）は、ＨＩＶ治療薬「ツル

バダ」を感染リスクの高い人向けのＨＩＶ

感染予防薬として承認した。欧米だけでな

くアジアでも国策としてＨＩＶ／エイズ対

策に取り入れている国があります。台湾で

は、ＰｒＥＰを積極的に取り入れること

で、新規のＨＩＶ陽性者の報告数が右肩下

がりで減少カーブを描いている。 

生島は、日本での現状を把握する目的

で、ＭＳＭ（男性と性行為をする男性）を

対象に２０１８年と２０２１年の２回、Ｗ

ｅｂにより「セックスライフとＰｒＥＰに

関する調査」を行った。 

【回答者の属性】 

・シス男性：98.4％ 98％：ゲイ・バイ

セクシュアル男性と自認 

＊注：シス男性とは、自分自身を「男」と認

識し、さらに生まれ持った性別も「男」である

人。 

・年齢は 15～３９歳で 53.5％ 平均

38.4 歳 

・居住地：全国、日本国籍：97.7％ 

【回答者中のＰｒＥＰ使用者】 

・２０１８年の調査では 2.2％だった

が、2021 年 8.5％へ上昇。 

・回答者の８割が過去半年にアナルセッ

クスをしていた。 

・コンドーム不使用のアナルセックスは

過去６カ月に５割以上が経験。 

・ＰｒＥＰ利用者の８割がインターネッ

トから購入。 

・海外から価格の安いジェネリック薬を

内外の業者や海外ＮＧＯから購入。 

・ＰｒＥＰ開始前にＨＩＶ検査で陰性を

確認していない人、定期チエックをしてい

ない人が存在。 

・ＰｒＥＰ使用中に石による副作用チエ

ックをしている人は版数。 

・ＰｒＥＰを使うとしたら、約５割がコ

ンドームを使わなくなるとの回答。 

【ＰｒＥＰ利用者（ｎ＝572）のＰｒＥ

Ｐを始めた理由】 

・相手に頼らず予防をしたかったから：

61.2％ 

・ＨＩＶ感染が気になってセックスを楽

しめなかったから：60.3％ 

・多数の相手とセックスをするから：

59.3％ 

・自分がコンドームを使いたくないか

ら：6.1％  （文責：中野久恵） 

ＰｒＥＰをめぐる現状と課題 
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ＡＮＹは次のプログラムを担当します。ぜひ、お出かけください。 

 

 

日時：８月５日（土）１０時～１２時 

会場：かながわ県民センター３０３号室 

テーマ：ＨＩＶと妊産婦への切れ目のない支援                                           

講師：水主川 純（東京女子医科大学 産婦人科） 
 

 

 

 

 

 

 

 

第３０期 2023ＡＩＤＳボランティア学校は電話相談のスキルアップ講座として下記内

容にて開催します。会員の方はぜひご出席ください。 

 

  開催予定日 時間 テーマ及び講師（所属） 

横浜ＡＩＤＳ市

民活動センタ

ー 

  

8月 26日

（土） 
１３時～１５時 

免疫とＨＩＶについて 

堀尾吉晴（ＡＩＤＳネットワーク横浜）  

９月 2日（土） １３時～１５時 
いろいろな性                                                                   

安達倭雅子（“人間と性”教育研究協議会) 

9月 30日

（土）  

１1時 15分 

～１6時 15

分 

ＨＩＶの現況と治療水準                                                                        

小島 賢一（荻窪病院血液科 臨床心理士） 

 

第３０回 

ＡＩＤＳ文化フォーラム ｉｎ ＹＯＫＯＨＡＭＡ 

～未来をみつめて～ 

第 30期 2023 

ＡＩＤＳボランティア学校プログラム 
 


